
男 	25,547人 

女 	27,313人 

市 の 人 口 

52.防（）人 （昭和58年10月1日現在）住民基本台帳から 

世 帯 数 14,718 

, 

, 

本番さながら 一ーー幽‘ 
水害防止にはふだんの備えが大切と 9月21日、市内

岩木町の岩木川原で水防訓練が行われました。 

関係市町村でつくっている「馬淵川及び岩木川水系

水防連絡会」 が主催したもので、関係者約 3加人が参

加しました。 

訓練は岩木川の右岸乾橋上流 30(加付近で午前 9時 

30分から行われた。20日の夜半から津軽地方を中心に

大雨が降り、岩木川が警戒水位を越えそうという想定。 

午前 9時30分に水防警報を発令したのに続き、土のう

の積み上げやシート張りなどの水防訓練が本番さなが

らに行われました。 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2 回・1日’15日発行〕 
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十
月
一
日
か

ら
市
役
所
（
病

院
を
除
く
。
）
の

執
務
時
間
が
次

の
よ
う
に
変
更

に
な
り
ま
す
。
 

■

期
間
 
十

月
一
日
か
ら
来

年
二
月
末
日
ま

で
 

●

月
曜
日
か

ら
金
曜
日
 

午
前
八
時
一

十
分
か
ら
午
後

四
時
十
五
分
ま

で
 

（
昼
の
休
憩

時
間
は
、
正
午

か
ら
午
後
零
時

四
十
五
分
ま
で
）
 

●

土
曜
日

午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後

零
時
十
五
分
ま

で
 

市の執務時間が変更になります 

稲
わ
ら
の
焼
却
に

よ
り
煙
害

が
社
会
問
題
化
し

て
か
ら
久
し

く
な
り
ま
す
が
、

ま
だ
津
軽
地

方
を
中
心
に
焼
却
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
労
働

力
の
減
少
、
農
業
経
営
の
単
一

化
等
さ
ま
ぎ
ま
な
要
因
が
あ
り
 

ま
す
が
、
堆
き
ゆ
う
肥
の
施
用

の
減
ぬ
に
よ
り
地
力
の
低
下
傾

向
が
進
み
、
異
常
気
象
の
下
で

は
農
作
物
の
減
収
、

品
質
低
下

を
き
た
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
 

堆
き
ゆ
う
肥
の
施
用
は
、
堆
 

市
で
は
来
年
四
月
か
ら
公
共

下
ー
 
道
の
一
部
供用
開
始
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に

伴
う
排
水
設
備
工
事
に
係
る
責

任
技
術
者
及
び
配
管
工
を
認
定

し
ま
す
。
 

こ
の
た
め
認
定
に
必
要
な
講

習
会
を
次
の
要
項
に
よ
り
行
い

ま
す
の
で
、
受
講
希
望
者
は
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
認
定
試
験
は
後
日
実

施
の
予
定
で
す
。
 

■

講
習
目
的
 
下
水
道
排
水

設
備
に
関
連
す
る
法
令
、
条
例
、
 
 き

ゆ
う
肥
中
の
養
分
の
肥
料
的

効
果
ば
か
り
で
は
な
く
、
土
を

軟
ら
か
く
し
て
通
気
性
、
保
水

性
を
良
く
し
、
保
肥
力
や
低
温
、
 

か
ん
ば

つ
に
対
す
る
抵
抗
力
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
 

本
県
の
よ
う
な
寒
冷
地
で
は
 

今
後
も
予
想
さ
れ
る
異
常
気
象

に
対
応
で
き
る
よ
う
堆
き
ゆ
う

肥
の
施
用
、
土
壌
改
良
等
の
総

合
的
な
土
づ
く
り
を
進
め

る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
す
。
 

こ
の
場
合
、
単
に
有
機
物
の

投
入
で
は
効
果
が
な
い
の
で
腐
 

規
則
、
基
準
お
よ
び
技
術
上
の

実
務
に
関
係
の
あ
る
基
本
的

な

事
項
を
習
得
し
ま
す
。
 

■

講
習
内
容
 
次

の
テ
キ
ス

ト
を
中
心
と
し
た
内
容
で
す
。
 

「五
所
川
原
市
下
ー
 
道
条例
」
 

「五
所
川
原
市
下
水
道
条
例

施
行
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
指
定
排
水
設

備
工
事
業
者
規
則
」
 

「五
所
川
原
市
水
洗
便
所
改

造
等
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
規
則
」
 
 

熟
し
た
堆
き
ゆ
う
肥
を
施
用
す

る
こ
と
が
原
則
で
す
。
こ
の
堆

き
ゆ
う
肥
を
確
保
す
る
た
め
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的
利
用
を

図
る
と
と
も
に
、

で
き
る
だ
け

手
間
の
か
か
ら
な
い
方
法
と
し

て
速
成
堆
肥
の
作
り
方
を
紹
介
 

し
ま
す
の
で
稲
わ
ら
の
焼
却
を

や
め
て
堆
肥
づ
く
り
を
し

て
く

だ
さ
い
。
 

●

速
成

堆
肥
 

、
ノ・F
J

」
！
J
 

稲
わ
ら
を
秋
に
積
み
込
ん
で
 

・

受
講
資
格
 
学
歴
、
職
歴

を
問

い
ま
せ
ん
が
、
あ
ら
か
じ

め
所
定
の
申
し
込
み
に
よ
り
受

講
申
込
を
さ
れ
た
方
。
 

■

受
講
申
込
み
 

H
提
出
書
類
 
排
水
設
備
責

任
技
術
者
、
配
管
工
講
習
会
受

講
申
込
書
、
二
通
。
 
（用
紙
は
、
 

下
水
道
課
で
交
付
）
 

〔
一
通
は受
付
申
込
者
に
お

返
し
し
ま
す
。
申
込
者
は
受
講

日
の
受
付
の
際
、
提
示
す
る
こ
 
 

翌
春
に
施
用
で
き
ま
す
が
、
堆

積
期
間
が
短
か

い
の
で
適
切
な

切
り
返
し
に
よ
り
腐
熟
促
進
に

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
 

日
 
稲
わ
ら
は
水
分
の
多
い
も

の
が
良
い
の
で
生
脱
直
後
の

も
の
は
そ
の
ま
ま
で
、
乾
燥
 

し
た
も
の
は

二
十
ー
三
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
切

り
降
雨
を
待
っ
て
水
分
を
含

ま
せ
て
か
ら
積
み
込
む
。
 

口
 
積
み
込
む
場
所
は
、
水
田

付
近
の
空
き
地
か
水
田
の
角

な
ど
を
平
ら
に
し
、
空
気
の
 

と
。
〕
 

口
受
付
期
間
 
十
月
五
日
 

（
水
）
か
ら
十
月
十
四
日
（
金
）
 

ま
で
。
 

受
付
は
下
ー
 
道
課
で行
い
ま

す
。
受
付
時
間
は
日
曜
、
祭
日

を
除
き
、
平
日
は
午
前
八
時
三

十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分
ま

で
、
土
曜
日
は
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。
 

■

受
講
料
 
テ
キ
ス
ト
代
と

し
て
一
人
ニ
千
円
。
 

受
講
当
日
受
付
時
に
納
入
し

て
下
さ
い
。
 

●

講
習
会
日
時
 
十
月
十
九

日
（
水
）
 
 

通
り
と
水
の
流
入
を
良
く
す

る
た
め
に
溝
、
う
ね
を
あ
ら

か
じ
め
作
っ
て
お
く
。
 

日
 
積
み
込
み
は
、
堆
肥
わ
く

を
用
い
、
四
十
ー
五
十
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
積
み

上
げ
た
ら
軽
く
踏
み
込
ん
で

石
灰
窒
素
を
十

ァ
ー
ル
分
の

稲
わ
ら
に
対
し
十
ー
十
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
に
な
る
よ
う
適
当

に
分
け
て
添
加
し
、
少
な
く

と
も
一
・
五

ー
ニ
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
積
む
。
 

四
 
積
み
終
っ
た
ら
保
温
と
水

分
蒸
発
を
防
ぐ
た
め
、
古
ビ

ニ
ー
ル
を
全
体
に
か
け
る
。
 

（
県農
業
指
導
課
）
 

受
付
は
午
前
九
時
か
ら
九
時

四
十
五
分
ま
で
。
 

講
習
は
午
前
十
時
か
ら
午
後

四
時
ま
で

（
正
午
か
ら
午
後
一

時
ま
で
昼
食
）
 

■

講
習
会
場
 
市
内
鎌
谷
町

一
一
七
ー
七
、
市
中
央
公
民
館

一
階
大
ホ
ー
ル
。
 

※
お
問
い
合
わ
せ
 
詳
し
く

は
市
下
水
道
課
排
水
設
備
係
 

（
胃
⑩
一
一
一
一
一
内
線
一一
三
八

番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
 

い
。
 

◇
◇
 

A×
v
 

ク排
水
設

備

責
任
技

術
者

及
び
 

基
恕
水
設備
設
計及
び施
工
 

配
管
工
認

定
講

習
会

）
 

稲
わ
ら
で
堆
肥
づ
く
り
を
 

・

◆
◆
・
◆

◆
・

●
◆
・
◆
◆

！◆
‘

・
◆
◆

・
◆
◆

・
◆
◆

・
◆
◆

・
◆
申

・◆
◆

・◆
◆
・

◆

◆
・
◆

“
◆
◆
・
◆
◆
‘

◆
・
◆

◆
・
◆

◆
‘
◆

◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆

◆
・
◆

◆
・
◆
◆
・
◆

◆
・

◆
◆
・
◆

◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆
◆
・
◆

◆
‘

◆
‘
 

【
 

(
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十
月
一
日
現
在
で
住
宅
統

計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
・
「住
宅
の
国

勢
調
査
」
と
い
わ
れ
る
大
規

模
な
調
査
で
、
私
た
ち
の
生

活
の
基
盤
で
あ
る
住
宅
の
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
国
や
県

‘
市
の
住
宅
建

設
計
画
、
都
市
計
画
、
環
境

整
備
計
画
な
ど

の
立
案
の
た

め
の
資
料
と
し
て
広
く
利
用

さ
れ
ま
す
。
 

調
査
対
象
と
な
る
世
帯
は
、
 

全
国
で
約
四
〇
〇
万
世
帯
、
 

本
市
で
も
約
二
二
〇
〇
世
帯
 

■
 
・期 間 10月17日（月）'-'10月21日国

ただし、10月16日（日）10月 

22日田は行政相談委員宅

で相談に応じます 

・相談場所 市庁舎、市民課、市民相

談室 

・相談委員 坂本甚作（か⑩3048番） 

市内大字姥落字桜木

成田栄一（廿⑩3028番） 

市内字柳町 

行政管理庁では、全国一斉に来る10月 

16日（日）から10月22日田までを 「行政相談

週間」 と定め、みなさんが常日ごろいだ

いておられる意見、苦情、要望等につい

て「無料」 で「迅速」 に、しかも「秘密」 

を守り、親身に相談いたします。 

く行政相談のお知ら匂 

ク住
宅
統
計
調
査
に
ご
 
ー
 
】

I
‘
 ノ
 

ー
 ー
 

ノ
 

"
 

・

A
w
 

12.28 

4 期 

月 日 

3 期 

月 日 

8.31 

2 期 

月 日 

6.30 

1期 

月 日 

琳
讐
自
動
払
い
込
み
 

郵
便
局
で
も
取
り
扱
い
 

市税は納期内完納を 

が
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ

れ
た
事
柄
は
、
統
計
を
作

る

だ
け
に
使
う
も
の
で
、
そ
の

ほ
か
に
は

一
切
使
用
し
ま
せ

ん
。
 

〇
街
づ
く
り
 

わ
た
し
も
協
力
 

住
ま
い
の
調
査
 

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
総

務
課
企
画
室
 
統
計
調
査

係
 

（
●
⑩
一
一
一
一
一
番
代
 内
．
 

線
三
一
八

二
二
一
九
番
）
へ
 

十
月
 
目
か
ら
市
内
各
郵
便

局
で
五
所
川
原
市
の
「
水
道
料

金
の
自
動
払
込
み
」
業
務
の
取

り
扱
い
を
し
ま
す
。
 

‘
こ
れは
、
あ
な
た
の
郵
便
貯

金
か
ら
自
動
的
に
水
道
料
金
が

市
水
道
課
に
払
い
込
ま
れ
る
便

利
で
、
確
実
な
料
金
の
支
払
い

方
法
で
す
。
 

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ

い
。
 

郵
便
局
の
自
動
払
込
み
を
利

用
さ
れ
ま
す
と
、
①
指
定
さ
れ

た
日
に
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ

ま
す
の
で
、
集
金
日
で
も
安
心

し
て
留
守
に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

交
通
事
故
 

巡
回
相
談
所
 

十
月
は
次
の
日
程
で
開
設
し

ま
す
。
ご
利
用
下
さ
い
。
 

■
と
 
き
 
十
月
十
二
日
（水
〕
 

一
一
十六
日
永
手

前
十
時
か
ら
午

後
二
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

別
館
 

■

主
 
催
 
青
森
県
交
通
事

故
相
談
所

・
五

所
川
原
市

・
市

民
相
談
室
 

ま
た
、
（
⑨
」
）
払
い込
み
の
日
ま

で
は
、
通
常
貯
金
の
利
子
が

つ

き
ま
す
の
で
、

お
金
を
有
効
に

活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
各
郵
便
局
へ
お

間
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

取
り
扱
い
郵
便
局
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。
 

五
所
川
原
郵
便
局
、
五
所
川

原
田
町
郵
便
局
、
五
所
川
原
北

郵
便
局
、
五
所
川
原
松
島
郵
便

局
、
飯
詰
郵
便
局
、
三
好
郵
便

局
、
梅
沢
郵
便
局
、
長
橋
郵
便

局
、
七
和
郵
便
局
、
高
野
郵
便

局
、
五
所
川
原
み
ど
り
町
郵
便

局
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

全期 

十
月
三
十

一
日
は
、
 

市
県
民
税
の
三
期
が

納
期
限
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
 

納
期
内
に
納
付
願

い
ま
す
。
 

な
お
、
市
税
の
納

期
は
、
次
の
と
お
り

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

滞
納
や
納
付
も
れ

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

今

一
度
、
納
付
書

等
を
お
確
か
め
下
さ

い
。
未
納
の
と
き
は
、
 

速
や
か
に
納
付
願

い

ま
す
。
 

引
き
続
き
、
納
期

内
納
付
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

散  
市県民税 

10.31 

固定資産税 5.31 11.30 9.30 7.31 

健康保険税 11.30 9.30 7.31 12.28 

月日 

5.31 
軽自動車税 
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ゴ
ミ
処
理
の
仕
方
を
、

も
う
一
度
確
か
め
ま
し
ょ
う
 
シ
リ
ー
ズそ
の
1
 

一
般
家
庭
か
ら
一
時
的
に

出
さ
れ
る
ゴ
ミ
十
キ
ロ
グ
ラ

ム
未
満
ま
で
は
、
決
め
ら
れ

た
日
の
午
前
六
時
三
＋
分
か

ら
午
前
八
時
三
十
分
の
間
に

所
定
の
集
積
場
所
に
出
す
一
」
 

と
に
よ
っ
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
全
く
不
規
則
な

日
時
に
出
す
方
が
多
く
、
犬
、
 

ね
こ
の
い
た
ず
ら
で
散
乱
が

ひ
ど
く
、
ま
た
、
も
の
す
ご

い
臭
気
で
集
積
場
所
周
辺
の

方
々
に
大
変
な
迷
惑
を
か
け

て
い
る
こ
と
は
ご
承
知
の
こ
 

と
と
思
い
ま
す
。

一
般
家
庭

か
ら
の
ゴ
ミ
は
、
絶
対
に
決

め
ら
れ
た
場
所
と
日
時
を
守

っ
て
下
さ
い
。
お
た
が
い
に

ち
ょ

っ
と
し
た
心
づ
か

い
か

ら
住

み
よ
い
環
境
を

つ
く
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

青森県大会 

「一ふるってこ応募下さい 

L 	 唾三マ昨 I目41A 

「福
泉
遺
跡
」
試
掘
調
査
報
告
書
 

ご
希
望
の
方
へ

有
償
配
布
 

市
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
 

員
会

・
社
会
教
育
課

（
雪
⑩

2
 

試
掘
し
た
飯
詰
「
福
泉
遺
跡
」
 
ー
ー

ー
内
線

2
5
0
）
へ
お
い

の
試
掘
調
査
報
告
書
を
有
償
配
 
で

下
さ
い
。
 

布
（

一
部
千
円
）
し
て
お
り
ま
 
な
お
、

市
教
育
委
員
会
で
は

す
。
 

次
の
発
刊
書
も
有
償
配
布
し
て

ご
希
望
の
方

は
、
市
教
育
委
 
お

り
ま
す
。
 

浄
化
槽
を
お
使
い
の
皆
さ
ん

へ
ー
 

巡
回
相
談
の
お

知
ら
せ
 

行
う
も
の
で
、
浄
化
槽
が
正
し
 

・
お
問
合
わ
せ
先
 
青
森
県

く
機
能
し
て
、
み
ん
な
が
快
適
 

浄
化
槽
検
査
セ
ン
タ
ー
（
雪
0
 

な
環
境
の
な
か
で
生
活
で
き
る
 

1
7
7
（
⑩×
b
6
80
)
 

よ
う
に
、
県
と
市
の
協
力
の
も
 

当
日
会
場
で
浄
化
槽
の
仕
組

と
に
皆
さ
ん
の
ご
相
談
を
お
受
 

み
や
設
置
、
施
行
、
維
持
管
理
、
 

け
す
る
も
の
で
す
。
 

正
し
い
使
用
に

つ
い
て
の
パ
ン

浄
化
槽
に

つ
い
て
、
お
困
り
 

フ
レ
ッ
ト
を
お
配
り
し
ま
す
。
 

ー
ア
ー

ク
溶
接
（
電
気
）
講
習
会
ー
 

昭和58年（1983年）10月 1日 

皆
さ
ん
が
、
出
稼
ぎ
を
し
て

賃
金
未
払
や
人
身
事
故
等
に
あ

っ
た
り
し
た
の
で
は
、
本
人
は

勿
論
、
家
族
の
方

々
の
大
き
な

不
幸
で
あ
る
こ
と
は
申

す
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
 

市
内
か
ら
出
稼
ぎ

さ
れ
る
方
 

は

一
年
間
で
五
千
六
百
余
人
と

言
わ
れ
県
下
で
は
二
番
目
に
出

稼
ぎ
の
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
 

出
稼
ぎ
の
安
全
と
そ
の
援
護

対
策
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
を

中
心
と
し
、
更
に
昭
和
四
十
一
一

年
か
ら
出
稼
者
に
よ
っ
て
五
所
 

■

テ
ー
マ
 

「青
春

・
こ

こ
に
打
ち
込
む
」
 

「わ
た
し
の

生
き
方
を
変
え

た
も
の
」
 

「
い
ま
、
日

本
人
の
ひ
と
り

と
し
て
」
 
（
ど

れ
か
ひ
と
つ
。）
 

■

参
加
資
格

現
在
青
森
県

に
住
み
、
昭
和

三
十
三
年
一
月

十
六
日
か
ら
昭

和
四
十
三
年
四

月
一
日
ま
で
に
 
 

川
原
市
出
稼
協
会
を
組
織
し
、
 

出
稼
者
の
安
全
と
援
護
指
導
を

重
点
と
し
た
事
業
を
行
っ
て
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
協
会
に
対
し
、
県
、
公

共
職
業
安
定
所
、
労
働
基
準
監

督
署
、
市
役
所
が
全
面
的
に
協
 

力
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
れ
も
皆
さ
ん
の
た
め
で
あ

り
、
 
「安
全
で
明
る
い
出
稼
ぎ
」
 

を
目
標
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
 

ど
う
か
、
こ
の
意
を
ご
理
解

の
上
、
協
会

へ
加
入
さ
れ
る
よ

う
お
す
す
め
し
ま
す
。
 

生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
が
、
 

性
別

・
職
業
・
学
歴
お
よ
び
国

籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
 

■

主
張
を
述
べ
る
時
間
 

五
分
以
内
。
原
稿
用
紙
四
百
 

字
詰
四
枚
程
度
に
ま
と
め
て
下
 

出
稼
協
会
と
し
て
は
、
今
後

窓
口
で

の
加
入
を
す
す
め
る
こ

と
を
先
般
の
役
員
会
で
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
の
で
、
出
稼
者
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
 

な
お
、
健
康
診
断
（
無
料
）
 

の
申
し
込
み
と
事
故
見
舞
金
制

度
へ
の
加
入
申
し

込
み
も
お
す

す
め
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
知

人
、
仲
間
に
も
周
知
下
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
 

う
 
◇
 
◇

ー
 

失
格
と
な

り
ま
す
。
 

●
参
加
申
し
込
み
 

出
場
希
望
の
方
は
、
五
分
以

内
に
発
表
が
終
る
よ
う
に
ま
と

め
た
原
稿
を
十
月
二
十

一
日
（金
）
 

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
、
 
 

原
ニ
ー
一
ー
一
、

N
H
K青
森

放
送
局
「
青
年
の
主
張
」
係
あ

て
お
送
り
下
さ
い
。
 

詳
細
は
、

N
H
K
青
森
放
送

局
「
青
年
の
主
張
」
係
（

●
青

森
⑩

5
1
1
1内
線

2
2
8
)
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

な
お
、

コ
ン
ク
ー
ル
の
青
森

県
大
会
は
、
十
一
月
十
三
日
（
日
）
 

N
H
K
青
森
放
送
局
で
行
い
ま

す
。
原
稿
通
過
者
に
は
、
時
間
 

・

会
場
な
ど
を
詳
し
く
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

「五
所
川
原
市
史
年
表
」
価

格
 
千
二
百
円
 

「五
所
川
原
市
の
民
家
」
価

格
 
千
五
百
円
 

「狐
野
製
鉄
遺
跡
」
 
（
第一

次
）
価
格
 
六
百
円
 

「狐
野
製
鉄
遺
跡
」
 
（
第一
一

次
）
 
八
百
円
 

し
尿
浄
化
槽
を
お
使
い
に
な

っ
て
い
る
皆
さ
ん
か
ら
、
正
し

い
使
用
と
維
持
管
理
に

つ
い
て

ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

こ
の
巡
回
指
導
相
談
は
、
 

（
社
）
全
国
浄
化
槽
団
体
連
合

会
が
厚
生
省
の
委
託
を
受
け
て
 

・

と
き
 
十
月
十
二
日

（
水
）
 

か

ら
十
四
日
（
金
）ま
で
午
前
九

時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

●
と
こ

ろ
 
西
北
労
働
基
準
協
会
 

・

受
講
料
 
五
千
円
、
テ
キ
ス
ト

代
四
百
円
 

■
申
込
み
手
続
き

申
込
書

一
通

（受
講
料
、
テ

キ
ス
ト
代
を
添
え
て
。）
、
写
真
 
 

の
点
や
疑
問
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ご
遠
慮
な
く
お
た
ず
ね
下

さ
い
。
 

■

と
き
 
十
月
十
二
日
（
水
）
 

午
後
一
時
か
ら

三
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
五
所
川
原
市
保

健
セ
ン
タ

ー
 

一
枚
（
ラ
イ
カ
判
）
 

■
締
切

日
 
十
月
八
日
（
土
）
・
申
込
先

市
内
新
宮
町
八
四
の
五
、
西

北
労
働
基
準
協
会

（
無
甲

b
3
 

3
6
)
 

な
お
、
定
員
は
八
十
人
で
す

の
で
、
定
員
に
達
し
次
第
期
間

中
で
も
締
切
り
ま
す
。
 

出
稼
協
会
加
入
の
お
す
す
め
 

N
H
K
青
年
の
主

張
 

さ
い
。
こ
れ
を
こ
え
た
も
の
は
 

郵
便
番
号

0
3
0
、
青
森
市
松
 

《
 

《
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広報ごしょがわら 
	

(552号） 

月日 実 	施 	場 	所 I 実 施 時 間 

10H19
H
困 

豊 	成 	りんご倉庫前 
俵 	元 	警 鐘 台 前 
原子 	コミュニテイセンター原子 
前 田 野 目 	西塚商店前 
派 	立 	新谷啓宅前 
高 	野 	神 	社 	前 

9時30分～ 9時50分 
1(〕時00分～10時20分 
10B寺30分～11時加分 
11時10分～11時40分 
13時加分～13時20分 
13時30分～13時50分 

10月21
H
金 

松 	島 	町 	八丁目バス停前 
松 	島 	町 	松島ス トア前 
松 	島 	町 	松島会館前 

累谷町園カマ，魚菜讐真芭轟葛 
平 	和 	町 	集 会 所 前 
田 町・栄 町 	白衣神社前 
I日 	市 	内 	市民会館前 

「 9時30分～ 9時50分 
10時加分～10時20分 

~ 10時30分～10時50分 
~ 11時00分～11時20分 
Ill時30分～11時50分 
113時叩分～13時20分 

「 13時30分～13時50分 
~ 14時加分～14時20分 

10月24H囲 

平
 
井
 

市
市
広
 

下
旧
旧
末
小
小

老
敷
斎
保
集
秋

前
地
場
前
前
前

ム
跡
車
i
丁
館

町
内
内
町
曲
曲
 

籍
「
「
「
  

に
J
っ
‘
にJ
。
‘
に
J
り
‘
 
 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

 

I

i
o
u

I

1
0
H

I

1
1
U

I

1
i
u

L
  

0
0
0
0
0
0
  

3
00
03
00
03
00
0
 

 

分
分
分
分
分
分

分
分
分
分
分
分

時
時
時
時
時
時
  

9
0
0
・1
・
」。
‘
 

 

10
H
25
H
因 

新 	宮 	集 会 所 前 
若 	葉 	森 の 家 前 
田 	川 	奈良 商店前 
高 	瀬 	集 会 所 前 
鶴ケ岡 コミュニテイセンター三好 
上 	藻 	川 	農協倉庫前 
下 	藻 	川 	消防屯所前 

、
 
、
 
、
 
、
 
、
 
、
 

一
  

3
00
03
00
03
00
03
0
 

 

分
分
分
分
分
分
分
  

』
騰
騰
騰
 

時
時
時
時
時
時
時
 

鶏
5
0
3
2
05
02
05
0
 

 

あなたの愛犬は、狂犬病予防法により登録と予防注射を 

受けなければなりません。 

料金 登録済のもの 

集鱗農 1器｝16加円 

登録していないもの

集合注射料 1,240円 1 

注射済票 360円 13,7（〕0円

登録料 2,100円’ 

自宅巡回注射料 1,900円 

③犬の放し飼いは出来ません 

①犬の登録をしないと 	廷犬病二予些、 
①犬の登録をしないと 	篇 4讐器 3Jz11Rt 

秋の狂犬病予防注射と鶴 

1,600円 

3,700円 

戸→＋献血にご協力をお願いしますーー二 

“と  き 10月6日困 午前 10時から 12時まで  l 
1.とこ

ろ布屋町ホテルサンルート前 

“ど き1 0 月6 日困 午後 1時30分から 4 時まで i 

~ところ 丸友デパート駐車場 

◆一 一  一 一一ー  一一一 一‘．  .．一 ．＋◆．→  ．．一  ＋・一  ●・一  ・・ー  ◆＋◆→→  ◆ 

あなたのポケットに一冊 

59年版 県 民 手 帳 

頒価300円 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

規格 15. 0cm X 8. 5cm最上手帳用紙使用 

装丁 極上ビニールクロス表紙（小口金箔塗） 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこよさをトコト 

ン追求した日記式手帳の決定版！I 

58年版 県勢グラフ 

頒価350円 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会  10月下旬 

装丁 コート紙 

規格 A全判（8&m X 62cm）折りたたんだ状態A5 判 

(14. 8cm X 21cm）表紙カラー写真、表面 4 色刷 

裏面（青森県全図） 6 色刷 

■お間合わせ 

市総務課企画室（廿 352l1 I番内線318~319) 

②犬に注射を受「ナさせないと蓄 5讐紫1 下の罰金 
③犬を放しておくと 	 県飼犬の管理及び犬によ 

る危害の防止に関する条

例第3条違反 1万円以

下の罰金 

※犬のフンはみんなが迷惑しています。飼主は必ず始末し

ましょう。 

秋季狂犬病予防注射日程 

月日 実 施 	場 	所 実 施 時 間 

10H5
日
困 

みどり田丁 	J 、上二 テ f センター栄前 
梅 	田 	成 田床屋前 
梅 	田 	支 	所 	前 
中 	泉 	集 会 所 前 
羽野木沢・持子沢 	コミュニテイセンタ 1謝斯 

9時30分～10時00分 
100寺20分～10時40分 
10時50分～11時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時30分 

10H6

日困 

福 	山 	福山集会所前 
野 	里 	野里公民館前 
神 	山 	松野商店前 
松 	野 	木 	十 	文 	字 
若 	山 	石岡治男宅前 
石 	田 	坂 	集 会 所 前 
P 	沢 	斎藤製米所前 
福 	岡 	佐々木商店前 

9時30分～ 9
10時00分～10
10時30分～10
11時00分～11
11時30分～11
13時00分～13
13時30分～13
14時00分～14 

時50 
時20 
時50 
時20 
時50 
時2
時50 
時20 

分 
分 
分 
分 
分 

〔〕分
分 
分 

10H7

日圏 

バ
対
集
秋
支
集

崎
坪
性
詰
詰
崎

前
前
前
前
前
前

挑
 
馬
飯
飯
下
 

静
 
商
所
 

ス
馬
会
元
 
会

停
賢
所
店
 
所
 

野
 

岩
  

9時30分～ 911寺50
10時00分～11●寺20
10時30分～11●寺50
11時00分～11時20
11時30分～11時50
12時00分～12時20 

分 
分 
分 
分 
分 
分 

10H14
H
囲 

共 	栄 	集 会 所 前 
長 	富 	集 会 所 前 
毘 	沙 	門 	泉谷正志宅前 
桜 	田 	公 民 館 前 
沖 	飯 	詰 	集 会 所 前 
川山 
種 	井 	集 会 所 前 

9時30分～ 9時50分 
10時00分～10時21〕分 
10時30分～11〕時50分 
11時00分～11時20分 
11時30分～11時50分 
13時00分～13時20分 
13時30分～13時50分 

10H17
H
卸 

漆 	川 	神 	社 	前 

電 	男 書 w離鶴 
ま 	野 	毘 	景妾餌 I 
米 	田 	対馬製米所前 

驚 笠 柵 手内撃驚 
ト 	川 	吉村商店前 

911
10時00
10時30
11時00 
11時30 

13時30
14時00 
14時40 

13時（×〕分～13 

寺30分～ 9時50分
分～10時20分
分～10時50分
分～11時20分
分～11時50分

時20分
分～13時50分
分～14時20分
分～15時10分 

10H18
H
因 

会
！暴
難
 

湊
姥
稲
広
七
浅

庖
実
田
舘
 

集
神
消
市
工
イ
 

所社
鶏
柳
 

前
前
前
前
前
前
 

ッ
井
 
一

フ
  

9時30分～11時00分 
10時10分～loll寺30分 
10時40分～11時（×〕分 
11時10分～11時30分 
11時40分～1211寺00分 
12時10分～12時30分 

, 

, 



准
畦
孟
 

青森県住宅供給公社では、59年度に建設する分譲住

宅の購入者を募集しています。 

●受付期間 

常時受け付けしておりますので、お申し込みの 

方は市都市計画課へお問い合わせください。 

・受付場所 

市都市計画課 

一
 

き
 

ン
」
 

■
 

こ広田団地分譲住宅を募集中ミ 

■と き 10月25日（火） 

午後 6時30分 

■ところ 市民 文 化会館 

※ 「地域特別分譲住宅制度」 は次のような特典があり 

ます。 

(1）住宅金融公庫の割増融資が受けられます。 

②青森県から公庫融資の残額に年率 1％の割合によ 

る利子補給を当初5カ年間受けられます。 

交通遺児に愛の手を’ 

チャリテイーコンサート 

さとう宗 幸 and 原 田 直 之 

主催 囲五所川原青年会議所 

後援 五所川原市教育委員会

五 所 川 原 警 察 署

五所川原ロータリークラブ

五所川原中央ロータリークラブ

五所川原ライ オンズクラブ

五所川原市連合 P T A 

《
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、

・
●
“
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？、？
一
，

?
,

'
,
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ー
 

ー般分譲住宅 積立分譲住宅 
（地域特別分譲） 

募集戸数 3戸 募集戸数 1戸 

譲 	渡 
予定価額 

1,234- 
1,366万円 

譲 	渡 
予定価額 12,230千円 

公庫融資 
見込額 730万円 

公庫融資 
見込額 7 ,900千円 

自
資
 
己

額
 

金
  

504- 636万円 積 	立 
目 標額 4,220千円 

入 	居 
予定時期 昭和59年6月頃 利相

 
息
額
 

当
  

110千円 

入 	居 
予定時期 昭和59年11月頃 

広報ごしょがわら 	 （552号）⑥ 

三
分
間

の
ま
ご

こ
ろ
を
 

「電
話
お
願
い
手
帳

」
を
寄
贈
 

複
式
簿
記

の
実
務
記
帳

講
習
会
 

昭和58年（1q83年）10月 1日 

五
所
川
原
電
報
電
話
局
（
駒

木
根
信
隆
局
長
）
は
九
月
十
六

日
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
人

に
役
立
て
て
下
さ
い
と
、
 「電
 
 

話
お
願
い
手
帳
」
五
十
冊
を
寄

贈
、
森
田
市
長
に
託
し
ま
し
た
。
 

こ
の
手
帳
は
、
耳
や
言
葉
の

不
自
由
な
人
が
、
街
か
ど
で
急

用
が
で
き
て
電
話
を
か
け
た
い

と
き
、
健
常
者
に
依
頼
す
る
も

の
で
、
表
紙
が
・
オ
レン
ジ
色
の

コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
（
約
八
セ

ン
チ
×
十
二
・
五
セ
ン
チ
）
 

「お
そ
れ
い
り
ま
す
が
、
私

は
耳

・
言
葉
が
不
自
由
な
た
め
、
 

電
話
が
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
私

の
か
わ
り
に
電
話
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
依
頼
文
と

「
一

〇
番
、
 一
一
九
番
な
ど
の
緊
急

電
話
の
依
頼
と
用
件
を
手
短
か
 
 に

伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

手
帳
を
示
し
、
電
話
依
頼
の

メ
モ
を
渡
さ
れ
ま
し
た
ら
、
皆

さ
ん
の
温
か
い
手
で
心
よ
く
電

話
を
か
け
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
 

じ
ゃ
が
芋
2
プ
贈
る
 

小
曲
の
佐
藤
さ
ん
 

市
内
小
曲
の
日
進
観
光
（
株
）
 

会
社

（
佐藤
正
三
社
長
）
は
、
 

九
月
＋
九
日
、
養
護
老
人
ホ
ト

ム
「
く
る
み
園
」
と
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
じ
ゃ
が
芋
そ
れ
ぞ
 

い
 
．
 
、
一
 

 

、

‘
 
 
、

一
 

一
 
a
  

‘
，、
，n、
  
（
ノ
 

、、
 

ン
●
 

矛
ぱ
．
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r
 
 

一
三
 
ー
ダj
 

一
」一
一
 
一
 多

 

れ

ー
ト争

っ
を
贈
り
ま
し
た
。
 

■

と
き
 
十
月
十
二
日
、
十

四
日
、
十
七
日
、
十
九
日
、
一
一

十

一
日
の
五
日
間
 

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
午
後

九
時
ま
で
 

■

と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

■

講
師
 
島
谷
敏
氏
（
税
理

士
）
 

■

受
講
料
 
五
日
間
で
千
円
。
 

●

申
込
み
 
十
月
八
日
（土
）
 
 

ま
で
、
受
講
料
を
添
え
て
商
工

会
議
所
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。
 

定
員
五
十
人
に
達
し
次
第
締
切

り
ま
す
。
 

■

そ
の
他
 
筆
記
用
具
、
そ

ろ
ば
ん
、
計
算
器
等
を
ご
持
参

下
さ
い
。
 

主
催
 
五
所
川
原
商
工
会
議

所
、
五
所
川
原
中
小
企
業
相
談

所
 

《
 

広
報
紙

の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
 

【
 

【
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